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た
ゆ
ま
ぬ

安
全
性
向
上
へ

─
─
大
飯
発
電
所
の
い
ま

安
全
・
安
定
運
転
を
め
ざ
す
大
飯
発
電
所
で
は
、

再
稼
動
に
向
け
た
取
り
組
み
が
緊
張
感
を
持
って
進
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
現
場
で
、
安
全
対
策
の
統
括
責
任
者
に
話
を
聞
い
た
。

特

別

企

画

再
稼
動
に
向
け
て

　

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
た
５
月
下
旬
、

福
井
県
お
お
い
町
を
訪
れ
た
。
観
光
客
で
賑
わ

う
道
の
駅
「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
を
過
ぎ
、
小

浜
湾
に
架
か
る
「
青
戸
の
大
橋
」
を
経
て
大
島

半
島
へ
。
い
く
つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

関
西
電
力
大
飯
発
電
所
の
正
門
が
見
え
て
き
た
。

　

大
島
半
島
の
先
端
、
若
狭
湾
国
定
公
園
の
壮

大
な
自
然
の
中
に
建
つ
大
飯
発
電
所
は
、
１
号

機
〜
４
号
機
の
総
出
力
４
７
１
万
kW
。
関
西
電

力
の
３
サ
イ
ト
（
美
浜
、
高
浜
、
大
飯
）
の
中

で
は
最
大
、
全
国
で
も
２
番
目
に
大
き
い
原
子

力
発
電
所
だ
。

　

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
を
受
け
、
事
故
の
教
訓
を
反
映
さ
せ
た
新
た

な
規
制
基
準
が
13
年
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
は
新
規
制
基
準

へ
の
適
合
を
め
ざ
し
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
関
西
電
力
で
は
既
に
高
浜
３
・
４
号
機

が
適
合
性
審
査
の
認
可
を
受
け
、
運
転
を
再
開

し
た
が
、
大
飯
３
・
４
号
機
も
こ
れ
に
続
く
べ

く
、
対
策
工
事
が
佳
境
を
迎
え
て
い
た
。

三
つ
の
反
省

　

厳
格
な
入
構
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
、
発
電
所
構

内
に
入
っ
た
。
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
佐
藤
拓

原
子
力
安
全
統
括
。
大
飯
・
高
浜
で
発
電
、
保

関西電力 美浜発電所

関西電力 
大飯発電所

関西電力 
原子力研修センター

関西電力 
高浜発電所

美浜原子力緊急事態
支援センター

関西電力の
原子力発電所と関連施設

▶右奥から１号機、２号機、３号機、４号機
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発電所周辺の断層の連動性等を保守的に評価し、地震
想定を700→856ガルに引き上げ、配管等必要箇所に
は、耐震補強を実施

最大規模の津波6.3mを想定し、
防波堤かさ上げ（海抜5→8m） 

▲構内への浸水に備え、安全上重要な機器を守る水密
扉（40カ所）を設置。案内してくれたのは佐藤原子力
安全統括

い
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
従
来
は
電
力

会
社
が
自
主
保
安
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
た

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
も
新
た
に
義
務
化

し
て
い
る
。

　

大
飯
発
電
所
で
も
原
子
力
安
全
の
基
本
で
あ

る
深
層
防
護
（
多
重
防
護
）
の
考
え
方
に
基

づ
き
、「
事
故
発
生
防
止
」「
事
故
進
展
防
止
」

「
事
故
拡
大
防
止
」
の
段
階
ご
と
に
安
全
対
策

を
実
施
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
っ
た
と

し
て
も
進
展
・
拡
大
を
防
ぐ
対
策
を
徹
底
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
事
故
発
生
防
止
対
策
と
し
て
、

基
準
地
震
動
の
引
き
上
げ
（
７
０
０
ガ
ル
→

８
５
６
ガ
ル
）
に
伴
う
耐
震
補
強
工
事
、
基
準

津
波
の
引
き
上
げ
（
２
・
５
４
ｍ
→
６
・
３
ｍ
）

に
伴
う
防
波
堤
の
か
さ
上
げ
・
水
密
扉
の
設
置

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
も
と
も
と
原
子
力
発
電
所
は
固
い
岩
盤
の

上
に
直
接
建
て
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

福
島
第
一
で
５
５
０
ガ
ル
、
女
川
で
５
６
７
ガ

ル
が
観
測
さ
れ
た
。
大
飯
で
想
定
し
て
い
る
基

準
地
震
動
の
８
５
６
ガ
ル
が
、
い
か
に
厳
し
い

想
定
か
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
」

事
故
を
進
展
さ
せ
な
い

　

そ
れ
で
も
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
、

事
故
の
進
展
を
防
ぐ
に
は
原
子
炉
を
「
止
め
る・

冷
や
す
」
の
が
鉄
則
。
大
飯
で
も
電
源
・
冷
却

機
能
と
も
、
幾
重
に
も
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

事 故 発 生 防 止 策地震対策

津波対策

外部火災対策
樹木を伐採し、
幅18mの防火帯を確保

竜巻対策
秒速100mの竜巻に対しても海水ポンプ等重要機器を
守るため側面は頑丈な鋼板、上面は鋼線ネットという竜
巻飛来物対策設備で覆っている

特 別 企 画 ｜ た ゆ ま ぬ 安 全 性 向 上 へ ── 大 飯 発 電 所 の い ま

修
、
安
全
解
析
な
ど
の
現
場
業
務
を
経
験
し
た

後
、
米
国
原
子
力
発
電
運
転
協
会
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
に
出
向
、
海
外
事
情
に
も
通
じ
た
原
子
力

安
全
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

　

そ
の
佐
藤
の
現
職
「
原
子
力
安
全
統
括
」
と

は
、
関
西
電
力
が
14
年
に
新
設
し
た
職
位
。
文

字
ど
お
り
発
電
所
の
原
子
力
安
全
を
一
元
的
に

統
括
、
発
電
所
で
は
所
長
に
次
ぐ
要
職
で
、
平

時
は
リ
ス
ク
管
理
の
推
進
役
と
し
て
、
事
故
な

ど
の
非
常
時
に
は
技
術
参
謀
と
し
て
、
所
長
を

全
面
的
に
支
え
る
。

　
「
福
島
第
一
の
事
故
に
対
す
る
我
々
の
反
省

点
は
三
つ
。
１
点
目
は
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
思
い
込
み
、
２
点
目
は

安
全
基
準
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
甘

さ
、
３
点
目
は
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
』
だ
と
い
う
思
い
違
い
。
も
ち
ろ
ん

日
本
が
優
れ
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
防
火
対
策

な
ど
、
海
外
事
例
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
べ

き
点
も
多
い
」。
だ
か
ら
海
外
に
も
詳
し
い
私

が
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
─
─
そ
う
自
己
紹
介

し
て
く
れ
た
佐
藤
に
伴
わ
れ
、
安
全
対
策
の
現

場
へ
向
か
っ
た
。

基
本
は
深
層
防
護

　

13
年
に
施
行
さ
れ
た
新
規
制
基
準
は
、
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
に
地
震
・
津
波
へ
の
対
策
が

強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
竜
巻
、
火
災
な
ど
の
幅
広

主な安全対策

新規制基準

重大事故（シビアアクシデント）を防止するための設計基準を強化するとともに、
万が一、重大事故やテロが発生した場合に対処するための基準を新設

従来の規制基準 新規制基準

重大事故（シビアアクシデント）を
防止するための基準

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能 耐震・耐津波性能

その他の設備の性能

電源の信頼性

火災に対する考慮

自然現象に対する考慮（火山・竜巻・森林火災を新設）

内部溢水に対する考慮（新設）

炉心損傷防止対策（複数の機器の故障を想定）

格納容器破損防止対策

放射性物質の拡散抑制対策

意図的な航空機衝突への対応

地震・津波に関する設計基準の強化

設計基準の強化または新設

重大事故対策を新設

耐震・耐津波性能強化 
❶トレンチ調査
❷防波堤かさ上げ
❸水密扉

自然現象に対する考慮
❹竜巻飛来物対策設備
❺防火帯

電源の信頼性強化 
❻外部電源（送電線）
❼空冷式非常用発電装置
❽電源車

炉心損傷防止対策
❾海水ポンプモーター予備品
 ●10 大容量ポンプ
 ●11 可搬式代替低圧注水ポンプ
 ●12 中圧ポンプ
 ●13 送水車

格納容器破損防止対策 
 ●14 水素濃度低減装置

重大事故発生時の災害対策本部
 ●15 緊急時対策所
 ●16 免震事務棟

放射性物質の拡散抑制対策
 ●17 がれき撤去用重機
 ●18 放水砲
 ●19 シルトフェンス

意図的な航空機衝突への対応 
 ●20 特定重大事故等対処施設

防波堤
外側 防波堤内側

消波
ブロ
ック

海抜＋8m（かさ上げ後）かさ上げ
海抜＋5m（かさ上げ前）

既設防波堤

防火帯
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「
特
に
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
を
冷
や
す
海
水

ポ
ン
プ
は
、
絶
対
に
止
め
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら

他
の
設
備
は
１
ユ
ニ
ッ
ト
あ
た
り
２
台
が
基
本

で
す
が
、
大
飯
３
・
４
号
機
で
は
１
ユ
ニ
ッ
ト

あ
た
り
２
台
＋
予
備
の
計
３
台
で
す
」

　

こ
れ
に
加
え
、
海
水
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な

い
場
合
に
備
え
た
大
容
量
ポ
ン
プ
や
送
水
車
を

新
た
に
設
置
。
ま
た
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
備
え
た
空
冷
式

非
常
用
発
電
装
置
や
電
源
車
を
設
置
。
こ
う
し

た
新
た
な
機
器
や
設
備
を
い
ざ
と
い
う
と
き
に

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し

て
、
体
制
や
手
順
の
充
実
・
強
化
と
と
も
に
、

教
育
や
訓
練
を
繰
り
返
す
。

事
故
拡
大
を
防
ぐ

　

一
方
で
、
こ
れ
だ
け
の
対
策
を
講
じ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
万
一
、
炉
心
損
傷
に
至
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
対
策
も
取
る
。
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加

圧
水
型
）
は
福
島
第
一
の
Ｂ
Ｗ
Ｒ
（
沸
騰
水

型
）
と
異
な
り
、
格
納
容
器
自
体
が
大
き
い
た

め
、
水
素
爆
発
に
よ
る
施
設
破
壊
は
考
え
に
く

い
が
、
水
素
再
結
合
装
置
、
水
素
燃
焼
装
置
を

新
設
。
重
大
事
故
発
生
時
に
災
害
対
策
本
部
と

な
る
新
し
い
「
緊
急
時
対
策
所
」
と
、
作
業
員

を
安
全
に
収
容
す
る
「
免
震
事
務
棟
」
は
、
い

ず
れ
も
２
０
１
８
年
度
中
の
竣
工
を
め
ざ
し
建

設
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
対
策
と
し
て
、
重
大
事
故
に
備
え

た
訓
練
は
、
所
員
・
協
力
会
社
社
員
の
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

年
間
約
１
０
０
０
回
行
っ
て
い
る
が
、
国
や
自

治
体
と
連
携
し
、
全
社
原
子
力
防
災
訓
練
な
ど

も
実
施
。
さ
ら
に
は
、
住
民
避
難
の
た
め
の
輸

送
力
確
保
等
の
協
力
を
強
化
・
充
実
し
て
い
る
。

「
地
元
に
支
え
ら
れ
る
発
電
所
で
あ
り
、
地
元

の
方
に
信
頼
さ
れ
る
発
電
所
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
飯
発
電
所
で
勤
務
す
る
人
の
多
く
は

地
元
の
方
々
。
事
故
を
な
ん
と
し
て
も
起
こ
し

て
は
い
け
な
い
、
そ
れ
は
発
電
所
で
勤
務
す
る

人
が
、
社
会
の
た
め
、
地
元
の
た
め
、
家
族
の

た
め
に
、
安
全
が
何
よ
り
大
切
だ
と
、
率
直
に
、

強
く
心
に
刻
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
万
一

の
事
態
に
、
万
全
で
備
え
る
」

再
稼
動
は 

ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い

　

構
内
を
見
学
中
、
佐
藤
は
現
場
の
あ
ち
こ
ち

で
足
を
止
め
、
作
業
員
た
ち
に
気
さ
く
に
声
を

か
け
る
。
話
し
か
け
ら
れ
た
人
た
ち
も
皆
、
親

し
げ
に
応
じ
て
い
る
。
そ
ん
な
感
想
を
漏
ら
す

と
、「
私
は
所
長
の
次
に
有
名
人
だ
か
ら
」
と

笑
っ
た
。

　
「
大
飯
に
は
関
西
電
力
社
員
約
５
０
０
人
、

協
力
会
社
社
員
が
約
１
５
０
０
人
い
る
。
計

２
０
０
０
人
全
員
が
大
飯
発
電
所
を
支
え
る
一

特 別 企 画 ｜ た ゆ ま ぬ 安 全 性 向 上 へ ── 大 飯 発 電 所 の い ま

事 故 拡 大 防 止 策

▼がれき撤去用重機

▼免震事務棟（地上6F・地下1F建て/約800人収容）。
	 外部からの支援なしで7日間活動可能

◦大飯発電所防災訓練（１回/年）
◦全社総合防災訓練（１回/年）
◦国・県・町等が参加する総合防災訓練（１回/年）

▶海水取水のためのポ
ンプモーター予備品。
１ユニット1台は確保
している

事 故 進 展 防 止 策

◀大容量ポンプ

▲可搬式代替低圧注水ポンプ

▲蒸気発生器による炉心
冷却のための中圧ポンプ

▶送水車

冷却機能多重化･多様化

電源多重化･多様化

▲空冷式非常用発電装置

▶電源車

重 大 事 故 時 訓 練

防 災 訓 練

重大事故に備えた訓練は、所員・協力会社社員のシビアアクシデント対応能力の向上を図るため、
年間約1,000回行っている 

事 故 対 応 能 力 向 上 の た め の 取 り 組 み
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つ
の
チ
ー
ム
だ
。
関
西
電
力
は
も
ち
ろ
ん
、
協

力
会
社
の
人
た
ち
に
も
そ
う
い
う
意
識
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
毎
日
で
き
る
限
り
朝
礼
に
顔

を
出
し
て
い
ま
す
」

　

意
識
改
革
を
求
め
た
の
は
協
力
会
社
だ
け
で

は
な
い
。「
発
電
所
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
幹
部

が
変
わ
る
こ
と
で
発
電
所
全
体
が
変
わ
る
」
と

の
思
い
か
ら
、「
原
子
力
安
全
を
第
一
に
考
え

る
」「
現
場
・
現
物
・
現
実
の
『
３
現
主
義
』

を
貫
く
」「『N

ever say never

』
の
姿
勢
で

率
先
垂
範
」「
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
意

見
を
求
め
る
」「『
最
悪
の
時
に
最
悪
の
こ
と
が

起
こ
る
』
と
考
え
た
リ
ス
ク
管
理
」
と
い
う
５

項
目
の
「
期
待
事
項
」
を
ま
と
め
、
着
任
直
後

に
発
信
し
た
。

　
「
私
は
大
飯
を
世
界
一
安
全
な
発
電
所
に
し

た
い
。
だ
か
ら
『
ル
ー
ル
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば

い
い
』
で
は
な
く
、
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
を
め

ざ
そ
う
、
そ
の
た
め
に
幹
部
自
ら
率
先
垂
範
し

よ
う
と
。
今
で
は
『
期
待
事
項
』
が
発
電
所
の

共
通
言
語
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
佐
藤
に
「
い
よ
い
よ
工
事
も
大
詰

め
で
す
ね
」
と
聞
く
と
、「
私
の
本
当
の
仕
事

は
ま
だ
始
ま
っ
て
も
い
な
い
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
「
再
稼
動
は
ゴ
ー
ル
で
な
く
ス
タ
ー
ト
。
そ

こ
か
ら
が
本
当
の
闘
い
で
す
。
ま
ず
は
安
全
安

定
運
転
を
次
の
定
期
検
査
に
入
る
ま
で
の
13
カ

月
間
続
け
る
こ
と
を
最
初
の
目
標
に
、
所
員
全

員
『
原
子
力
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
』
と
し

て
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

緊
急
時
、
原
子
力
支
援
組
織
出
動

　

か
さ
上
げ
さ
れ
た
防
波
堤
、
分
厚
い
水
密
扉
。

さ
ら
な
る
原
子
力
安
全
向
上
の
た
め
に
、
工
事

現
場
さ
な
が
ら
の
発
電
所
を
歩
き
、
佐
藤
の
熱

い
言
葉
に
頼
も
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
、
大
飯
発

電
所
を
あ
と
に
し
て
美
浜
町
に
足
を
延
ば
し

た
。
目
的
は
「
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ

ン
タ
ー
」、
こ
こ
は
電
気
事
業
連
合
会
が
12
年
、

万
一
の
事
故
の
際
、
高
放
射
線
量
下
で
も
対
応

可
能
な
支
援
組
織
と
し
て
設
立
を
決
定
。
日
本

原
子
力
発
電
株
式
会
社
が
依
頼
を
受
け
て
、
翌

13
年
、
福
井
県
敦
賀
市
で
活
動
を
始
め
、
16
年

12
月
に
美
浜
町
に
新
拠
点
を
整
備
し
、
本
格
運

用
を
開
始
し
た
も
の
だ
。

　

施
設
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
パ
ソ
コ
ン

の
モ
ニ
タ
ー
を
注
視
し
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
機
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
駆
使
す
る

男
性
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向
こ
う
側
に
は
、

操
作
ど
お
り
に
階
段
を
昇
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
見
え

た
。
こ
こ
で
は
、
災
害
場
所
の
状
況
確
認
を
行

う
た
め
、
無
線
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
す
る
、

そ
の
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
既
に
各
電

力
会
社
の
要
員
５
４
５
人
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作

の
初
期
訓
練
を
終
え
た
と
い
う
。
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緊 急 事 態 支 援 活 動 の 概 要

▼原子力安全に極めて重要な給水だが、 いくつものホー
スをつぎ足すのは大変なため、長いホース（2,000m）
を積載する「ホース延長・回収車」を設置 

▲佐藤は協力会社社員にも気さくに声をかける
◀「神は細部に宿る──小さな事故を起こさないところは

大きな事故も起こらない。大飯発電所2,000人、一人
ひとりがプロフェッショナルとして小さなことから安全を
守っていく」（佐藤原子力安全統括）

◀約26,000㎡の広大な敷地に無線重機や無線ヘリの
訓練フィールドなどが整備されている

重大事故の発生に備えた対策例

［設備］
●ポンプ車配備、水源確保等、給水機能の強化
●電源車配備、蓄電池増強等、給電機能の強化
●がれき撤去用重機配備等、アクセスルート確保

対応要員、遠隔操作資機材を投入し、
作業員の被ばくを低減
●対応要員：21人
●小型・中型ロボット
●無線ヘリ
●小型・大型無線重機

協力要員、放射線資機材等を投入し、
環境放射線モニタリングや
避難退域時検査を実施
●協力要員：300人
●サーベイメータ
●タイベックスーツ　等

発災事業所

支援組織 事業者間協力

［運用］
●重大事故に速やかに対応できるよう
　宿直体制を整備
●新規対策設備の訓練を繰り返し実施

災害対策支援拠点

美 浜 原 子 力 緊 急 事 態 支 援 セ ン タ ー
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▲屋内外の障害物除去、機材運搬を担う大型無線重機

▼屋内外の情報収集を行う小型ロボットは計6台配備

◀緊急時には遠隔操作に習熟した18人が
	「緊急出動隊」として発災事業所に出動する

　
「
我
々
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
高
線
量
下

の
現
場
に
お
け
る
事
故
収
束
活
動
を
行
う
当
該

事
業
者
の
要
員
の
被
ば
く
を
可
能
な
限
り
低
減

す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
遠
隔
操
作
で
の
高

度
な
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
、
中
田
博

満
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
屋
外
の
訓
練
場

で
は
が
れ
き
撤
去
用
の
重
機
や
、
高
所
か
ら
情

報
収
集
す
る
無
線
ヘ
リ
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
訓
練

も
行
う
。

　

平
時
は
、
訓
練
を
指
導
す
る
同
セ
ン
タ
ー
所

員
は
、
災
害
発
生
時
に
は
「
緊
急
出
動
隊
」
の

一
員
と
し
て
現
場
に
出
動
。
発
電
所
所
員
と
と

も
に
対
応
に
あ
た
る
。「
現
場
を
よ
く
知
る
発

電
所
の
方
々
と
、
資
機
材
操
作
能
力
が
高
い

我
々
が
協
働
す
る
こ
と
で
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
。

そ
の
使
命
感
を
胸
に
、
日
々
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」

●

　

取
材
か
ら
数
日
後
の
５
月
24
日
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
大
飯
３
・
４
号
機
が
新
規
制
基
準

を
満
た
す
と
の
審
査
書
を
正
式
決
定
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
、「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が

見
え
て
き
た
と
こ
ろ
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
佐

藤
の
引
き
締
ま
っ
た
表
情
と
、
取
材
の
日
と
変

わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
平
常
心
で
作
業

を
進
め
る
大
飯
発
電
所
の
様
子
が
脳
裏
に
浮
か

ん
だ
。
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取材／高木美栄子　編集／田窪由美子

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
表紙をめくって、「おっ！」と、手を止めていただけましたか? 今号より
新コーナー［Person 人・明日をつくる］を設けました。初回は小説家
の綿矢りささんです。毎号、関西ゆかりの気鋭の人に登場いただき
ますので、お楽しみに。
さて定番ページ、今号は「原子力」について改めて考えました。石
川和男さん、村上朋子さん、秋元圭吾さんにお集まりいただいた

［鼎談］では、日本の原子力発電所42基のうち未だ5基しか再稼
動していない現実のなかで、課題と方策を考えました。続く［オピニ
オン］では、「安全性」「世界」「社会」という観点から3人の識者・
専門家に提言をいただきました。
そして後半、関西電力のページは［特別企画］として、再稼動に向
けて安全対策を重ねる大飯発電所の取り組みを紹介。先に運転を
再開した高浜3・4号機と合わせて、電気をリーズナブルに安定的に
お届けすることで、関西を元気にしたいと願っています。
関西を元気に、といえば、今年の奈良はひときわおもしろそうです。

［旬発 NIPPON］では、この秋、全国で初めて一体開催される
「国文祭・障文祭なら2017」を取り上げました。
新しい季節、今一度、気を引き締めて、新しい『躍』をお届けし
ます。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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